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平
成
二
十
四
年

「
路
」
年
間
賞

選
考
委
員浅

岡

水
城
／
内
平
登
代
子
／
加
藤

佳
子
／
小
泉

正
巳

酒
井

利
明
／
佐
々
木
彩
乃
／
佐
藤

頼
昭
／
高
橋
里
江
子

瀧

正
治
／
二
宮

茂
男
／
藤
原

和
美
／
金
子
美
知
子

（
計
十
二
名
）

最
高
賞
（
賞
状
・
入
賞
句
彫
刻
楯
）

流
木
に
な
っ
て
大
河
の
声
を
聞
く

木
村

紀
夫

◎
水
城

◎
利
明

○
正
治

○
和
美

優
秀
賞
（
賞
状
・
入
賞
句
彫
刻
楯
）

虫
籠
に
虫
一
匹
の
野
原
買
う

大
石
多
美
恵

◎
正
巳

◎
里
江
子

○
水
城

○
頼
昭

次
点

赦
そ
う
と
思
っ
て
し
ま
う
熱
い
飯

荻
原

鹿
声

◎
佳
子

◎
里
江
子

以
下
高
点
順

自
画
像
に
錆
び
た
画
鋲
が
纏
い
付
く

坂
本

嘉
三

◎
正
治

○
彩
乃

脱
皮
し
た
蝶
に
持
た
せ
る
白
い
地
図

高
橋
里
江
子

◎
正
治

○
頼
昭

生
き
て
い
る
実
感
石
を
抱
か
さ
れ
る

伊
藤

我
流

◎
茂
男

○
登
代
子

日
の
丸
の
裏
に
潜
ん
だ
罪
と
罰

神
宮
寺
茂
太

☆
美
知
子

額
縁
の
外
で
の
ん
び
り
平
泳
ぎ

荻
原

鹿
声

☆
美
知
子

し
た
た
か
な
蝉
だ
寿
命
を
知
っ
て
い
る

角
田

誠

○
佳
子

○
利
明

○
里
江
子

日
の
神
が
原
発
と
い
う
賽
を
投
げ

阿
部

文
彦

○
美
知
子

○
登
代
子
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魂
を
磨
く
光
り
の
あ
る
う
ち
に

渡
部
ト
ミ
子

○
美
知
子

○
和
美

生
き
て
ゆ
く
添
え
木
と
な
っ
た
詩
が
あ
る

渡
部
ト
ミ
子

◎
水
城

釘
一
つ
打
た
れ
た
ま
ま
で
父
を
追
う

飯
田
サ
イ
コ

◎
登
代
子

雪
抱
い
て
プ
ラ
ス
思
考
が
重
く
な
る

大
黒
谷
サ
チ
エ

◎
登
代
子

怒
り
玉
ポ
ン
ポ
ン
あ
が
る
国
中
に

鳥
居
久
美
子

◎
佳
子

痒
す
ぎ
る
ギ
プ
ス
の
下
も
春
で
あ
る

大
黒
谷
サ
チ
エ

◎
正
巳

故
郷
へ
埋
め
る
詩
集
を
編
ん
で
ゆ
く

荻
原

鹿
声

◎
利
明

ヒ
ロ
シ
マ
を
越
え
る
片
仮
名
で
て
し
ま
い

荻
原

鹿
声

◎
彩
乃

楢
山
の
地
図
に
夕
日
を
当
て
て
置
く

瀧

正
治

◎
彩
乃

日
和
見
の
風
に
背
中
は
渡
さ
な
い

藤
原

和
美

◎
頼
昭

自
我
た
た
み
袋
小
路
を
突
き
抜
け
る

佐
々
木
彩
乃

◎
頼
昭

蟻
一
匹
死
ん
で
も
列
は
乱
れ
な
い

原

新
平

◎
茂
男

無
風
帯
こ
の
環
境
に
な
れ
す
ぎ
る

大
橋

政
良

◎
和
美

沖
縄
は
な
お
戦
場
の
臭
い
す
る

松
方

尚
義

◎
和
美

疑
い
の
晴
れ
て
つ
る
り
と
ゆ
で
卵

富
岡

桂
子

○
水
城

○
茂
男

人
に
な
る
人
に
な
ろ
う
と
墨
を
摺
る

松
村

華
菜

○
正
巳

○
頼
昭

エ
プ
ロ
ン
の
汚
れ
我
慢
を
拭
い
た
跡

平
沢
や
す
子

○
正
巳

○
里
江
子

手
の
中
に
入
る
程
度
の
空
で
い
い

伊
藤

我
流

○
利
明

○
彩
乃

常
に
欲
透
け
る
人
間
ら
し
い
顔

神
宮
寺
茂
太

○
正
治

○
茂
男

列
島
に
何
が
あ
ろ
う
が
桜
咲
く

高
橋
里
江
子

○
美
知
子
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合
う
土
を
選
ん
で
伸
ば
す
子
の
未
来

加
藤
ゆ
み
子

○
美
知
子

踏
ん
ば
っ
て
い
ま
す
流
れ
に
棹
さ
し
て

松
村

華
菜

○
美
知
子

生
意
気
な
餡
パ
ン
ヘ
そ
に
ま
で
化
粧

妹
尾

安
子

○
水
城

八
月
の
大
地
は
水
を
吸
い
つ
く
す

平
沢
や
す
子

’○
水
城

無
位
無
冠

秋
の
睡
魔
の
姿
よ
し

藤
原

和
美

○
水
城

爪
を
切
り
了
え
る
妻
に
は
妻
の
花
期

小
幡

完
治

○
登
代
子

踏
み
出
し
た
一
歩
猿
に
は
戻
れ
な
い

平
沢
や
す
子

○
登
代
子

合
わ
ぬ
靴
履
き
ぬ
き
孫
に
恵
ま
れ
る

原

新
平

○
登
代
子

雑
草
の
中
で
雑
草
枯
れ
て
い
る

飯
田
サ
イ
コ

○
佳
子

嫌
な
も
の
呑
む
な
と
風
の
処
方
箋

二
宮

茂
男

○
佳
子

渇
く
世
に
月
の
ウ
サ
ギ
を
呼
び
戻
す

横
田

茜

○
佳
子

国
中
を
絆
の
文
字
が
駆
け
巡
る

岩
澤

柳
歌

○
佳
子

こ
の
星
に
生
き
た
証
の
咳
払
い

加
藤

胖

○
正
巳

仙
人
の
ヘ
ソ
が
笑
っ
た
自
然
食

大
橋

政
良

○
正
巳

追
憶
の
欠
片
を
手
繰
る
地
引
網

木
村

紀
夫

○
正
巳

励
ま
す
と
ペ
ー
ス
が
落
ち
る
老
い
た
亀

二
宮

茂
男

○
利
明

川
底
で
叫
ん
だ
頃
も
あ
っ
た
石

常
石

麗
子

○
利
明

空
白
の
日
記
の
裏
に
あ
る
悲
哀

井
口

昌
一

○
利
明

音
程
は
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
除
夜
の
鐘

小
泉

正
巳

○
彩
乃

八
月
の
雲
か
ら
伸
び
る
糸
電
話

藤
原

和
美

○
彩
乃
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お
も
ち
ゃ
箱
夢
が
こ
ぼ
れ
た
煮
え
て
い
た

松
村
ま
さ
こ

○
彩
乃

炎
え
尽
き
る
時
に
注
ぎ
足
す
肋
の
火

瀧

正
治

○
頼
昭

川
汚
し
海
を
汚
し
て
人
が
病
み

二
宮

茂
男

○
頼
昭

靴
下
を
脱
い
で
己
に
も
ど
る
蟻

芹
沢
美
知
子

○
里
江
子

鉛
筆
が
と
が
っ
た
ま
ま
に
黄
昏
れ
る

飯
田
サ
イ
コ

○
里
江
子

い
い
こ
と
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
春
を
待
つ

阿
部

文
彦

○
里
江
子

着
ぐ
る
み
を
離
せ
ぬ
骨
の
な
い
オ
ト
コ

富
岡

桂
子

○
正
治

原
石
の
ま
ま
で
埋
も
れ
て
ゆ
く
あ
せ
り

大
橋

政
良

○
正
治

歳
月
が
枯
葉
に
な
っ
て
散
る
峠

木
村

紀
夫

○
正
治

溜
め
込
ん
だ
力
一
気
に
解
く
蕾

加
藤
ゆ
み
子

○
茂
男

や
り
遂
げ
ぬ
仕
事
に
食
ら
う
背
負
い
投
げ

木
村

紀
夫

○
茂
男

長
命
の
眉
に
悩
み
が
ぶ
ら
下
が
り

山
口

凱
久

○
茂
男

夏
草
に
兵
士
の
行
方
聞
い
て
み
る

小
安

湖
雪

○
和
美

草
の
根
が
大
地
を
つ
か
み
離
さ
な
い

渡
辺

誠
也

○
和
美

渡
り
鳥
そ
こ
は
警
戒
区
域
だ
よ

三
島

大
二

○
和
美

選
考
の
経
緯
・
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
選
考
対
象
句
は
、「
路
」
誌
５
７
６
号
（
平
成
二
十
四
年
一

月
号
）
～
５
８
７
号
｛
平
成
二
十
五
年
一
月
号
）
の
推
薦
句
。

二
、
選
考
委
員
は
、
七
句
（
特
選
二
句

各
三
点
、
佳
作
五
句

各

一
点
、
但
し
、
主
宰
は
そ
れ
ぞ
れ
に
一
点
を
加
算
す
る
）
を

推
薦
す
る
。

合
計
点
の
高
い
順
に
、
最
高
賞
、
優
秀
賞
各
一
句
を
主
宰
が
決
め

る
。
上
位
が
同
点
の
場
合
は
、
主
宰
が
一
句
に
決
定
す
る
。
前
記

の
資
料
を
「
編
集
幹
事
会
議
」
へ
提
出
し
て
確
認
を
得
た
。
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（
整
理

堀
井

勉
）

受
賞
の
言
葉

木
村

紀
夫

「
油
蝉
お
前
そ
ん
な
に
悔
し
い
か
」
二

十
年
前
の
自
作
で
す
。
世
の
中
か
ら
取
り

残
さ
れ
た
よ
う
な
鬱
屈
し
た
感
情
が
、
そ

ん
な
句
と
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
に
比
べ
る
と
、

い
ま
は
歳
相
応
に
心
も
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。

社
会
と
い
う
大
海
の
中
で
、
ゆ
っ
た
り
と
波
音
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
そ
れ
で
も
自
我
だ
け
は
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

選
考
委
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大
石
多
美
恵

川
柳
友
の
会
に
て
勉
強
中
、
北
海
道
千

歳
市
に
移
り
住
む
事
に
な
り
十
四
年
過
ぎ

ま
し
た
。「
孤
独
な
自
由
山
笑
う
」
と
自

然
を
楽
し
み
、
川
柳
を
愛
し
む
日
々
の
中
、
″
野
原
の
虫
″
に
ふ

っ
と
横
浜
と
千
歳
が
連
鎖
し
て
う
ま
れ
た
一
句
の
受
賞
の
知
ら

せ
に
驚
き
と
喜
び
が
重
な
り
、
身
に
余
る
光
栄
に
感
謝
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

選
考
し
て
戴
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

年
間
賞
の
歴
史

金
子
美
知
子

「
路
」
平
成
二
十
四
年
度
年
間
賞
の
最
高
賞
、
優
秀
賞
作
品
が

掲
載
発
表
の
通
り
決
定
し
た
。

一
九
七
六
年
に
発
足
さ
れ
た
年
間
賞
の
歴
史
は
古
く
、
今
年
で

第
三
十
七
回
と
な
る
。
一
昨
年
は
第
一
回
受
賞
作
品
、
昨
年
は
第

二
回
か
ら
五
回
の
受
賞
作
品
を
紹
介
し
た
。
今
号
は
第
六
回
か
ら

を
左
記
に
紹
介
す
る
。

第
六
回

○
ト
ン
ネ
ル
に
溢
れ
る
予
想
屋
の
帽
子

須
田

尚
美

○
イ
ソ
ッ
プ
の
皿
に
手
負
い
の
母
眠
る

横
田
蛙
太
郎
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第
七
回

○
ち
ち
は
は
が
置
き
石
を
す
る
縄
電
車

佐
久
間
太
陽

○
少
し
ず
つ
背
く
お
と
こ
の
冬
帽
子

黒
澤
か
か
し

第
八
回

○
ひ
ま
わ
り
の
種
ひ
と
つ
ず
つ
海
を
吐
く

奥
野

誠
二

〇
火
傷
す
る
予
感
の
中
で
逢
い
に
ゆ
く

小
野

富
代

心
の
機
微
を
詠
み
、
読
み
手
を
感
動
さ
せ
る
作
品
。
社
会
を
見

つ
め
訴
え
る
作
品
等
、
幅
広
い
表
現
で
個
性
を
重
ん
じ
て
い
る

「
路
」
の
姿
勢
を
、
歴
代
の
受
賞
作
品
か
ら
も
感
じ
取
れ
る
。

今
回
、
対
象
と
な
っ
た
同
人
・
誌
友
作
品
と
も
に
佳
句
で
あ
り
、

点
数
で
位
付
を
決
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
選
者
の
確
か
な

鑑
賞
力
で
選
ば
れ
た
と
確
信
し
て
い
る
。

受
賞
さ
れ
た
紀
夫
氏
、
多
美
恵
氏
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


